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今号には，2008年6月に開催された第9回日本言語聴覚学会で講演をされた，

韓国ナザレ大学のMi Sun Yoon教授(SLP)，社団永生会永生病院の赤木家康先

生，聖隷浜松病院の磯崎泰介先生の寄稿を掲載しました．赤木先生の講演は実体験

に基づくものであり，多くの臨床的示唆を得ることができる講演でした．また磯崎

先生にはNSTで言語聴覚士が期待される役割についてわかりやすく解説していた

だきました．韓国の言語聴覚療法の現状について幅広く紹介されたMi Sun Yoon

教授の講演によると，現在，韓国にはSLPが約3,000人，オージオロジストが約

500人活躍しているとのことで，人口比からみてわが国よりも少数であるといえま

す．しかし，韓国では両専門職の教育は大学および大学院を中心として行われてお

り，研究への関心は非常に高く，幅広いテーマで活発な研究活動が行われていま

す．国家資格化や健康保険制度への参入などの問題があることはうかがわれます

が，専門職の着実な努力で韓国の言語聴覚分野の未来は拓かれるものと思われま

す．

一方，わが国には14,000名の言語聴覚士がいますが，臨床環境は非常に厳しく

なってきており，若手の言語聴覚士が臨床と研究を両立させることが容易でない状

況があります．臨床の質を高めるには，言語治療のエビデンスを集積する研究活動

が不可欠であり，このような状況は真に憂慮されています．今号には，失語症，嚥

下障害，食道発声，構音障害などに関する貴重な研究が掲載されており，このよう

な投稿が今後も続くことが望まれます．

(藤田郁代)
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